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わがまちの文化財・施設紹介
再発見！

ごみの減量考えよう！

コ
ノ
ハ
ズ
ク

　
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
全
長
約
20
㎝
、

体
重
約
60
～
75
ｇ
で
、
日
本
の

フ
ク
ロ
ウ
類
で
は
最
小
で
す
。

「
ブ
ッ
ポ
ー
ソ
ー
（
仏
法
僧
）」

と
甲
高
く
鳴
く
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

南
半
、
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
な

ど
に
広
く
分
布
し
、
日
本
で
は

本
州
以
北
に
夏
鳥
と
し
て
渡
来

し
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
奥
三
河

に
は
４
月
下
旬
頃
に
渡
来
し
、

縄
張
り
の
形
成
や
繁
殖
期
に
よ

く
鳴
き
ま
す
。
鳳
来
寺
山
は
古

く
か
ら
生
息
地
と
し
て
有
名
で

す
が
、
鳳
来
寺
山
を
含
む
三
河

山
間
部
の
生
息
地
は
最
近
減
少

し
て
お
り
、
県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ

類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
10
年
６
月
７
日
、
８
日

に
お
こ
な
わ
れ
た
「
仏
法
僧
」

の
鳴
き
声
の
ラ
ジ
オ
実
況
放
送

の
成
功
で
、
鳳
来
寺
山
の
仏
法

僧
は一躍
全
国
に
知
れ
渡
る
存
在

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

放
送
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
仏

法
僧
の
鳴
き
声
の
主
が
コ
ノ
ハ
ズ

ク
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
繰
り
返
し

放
送
さ
れ
、
今
も
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
昭
和
40
年
に
愛

知
県
の
鳥
、
平
成
22
年
に
新
城

市
の
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
鳴
き
声
と

映
像
記
録
は
、
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

問合せ：鳳来寺山自然科学博物館（TEL.35–1001）
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ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
が
黄
色
の
ご
み
袋
に

入
れ
、
地
区
の
ご
み
集
積
場
に

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
は
、
ご
み

収
集
車
で
回
収
し
、
新
城
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ

ま
す
。
運
び
込
ま
れ
た
可
燃
ご

み
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼

却
し
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
運
び
込
ま
れ
た
可

燃
ご
み
の
中
に
、
燃
や
す
こ
と

の
で
き
な
い
不
燃
物
が
混
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
燃
物
は
、焼
却
炉
を
傷
め
、

故
障
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

焼
却
炉
を
長
く
安
全
に
使
用
し

て
い
く
た
め
に
も
、
可
燃
ご
み

の
中
に
不
燃
物
を
入
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
な
ど
の
危
険
物
を
可
燃
ご
み

の
袋
に
入
れ
る
と
回
収
作
業
時

の
事
故
や
ケ
ガ
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
不
燃
物
や
危
険
物
は
適
切

に
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
一
人
が
正
確
な
ご
み
の
分

別
・
出
し
方
を
意
識
す
る
こ
と

で
、
施
設
の
延
命
化
や
資
源
の

有
効
活
用
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
写
真
は
、
焼
却
炉
内
で

見
つ
か
っ
た
不
燃
物
で
す
。

問合せ：生活環境課（TEL.23-7629）
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▲コノハズク

▲焼却炉内で燃えずに残った不燃物▲多量の金属線 ▲水筒、湯たんぽなどの金属

▲市公式YouTube
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連載コーナー

奥三河ミライバレープロジェクト

しんしろ学校給食通信

　

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
り

地
方
が
抱
え
る
課
題
が
解
決
さ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
ず
、
す
べ
て
の
人

が
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

国
の
調
査
で
は
２
０
２
０
年

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
世
帯
保
有
率

は
８
６・８
％
で
、
２
０
１
０
年

の
９・
７
％
と
比
べ
る
と
大
幅
に

普
及
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
持
ち
歩

く
だ
け
で
歩
数
を
記
録
し
た
り
、

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
と
連
動
さ
せ

て
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
を
常
時

測
定
し
記
録
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
な

ど
の
緊
急
警
報
が
受
け
取
れ
ま

す
。
加
え
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
情
報
を
入
手
し
た
り
、
家
族

や
友
人
と
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
生
活
の
質
が
向
上
し
て

い
ま
す
。

　

高
知
県
日
高
村
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
て
住
民
の
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
ス
マ
ホ

普
及
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会
の
開
催

や
、
購
入
費
支
援
、
健
康
活
動

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
地
域
通
貨

に
還
元
で
き
る
仕
組
み
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
包
括
協

定
を
締
結
し
た
企
業
や
大
学
と

の
共
同
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み

に
注
目
し
て
お
り
参
考
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
責　

名
古
屋
大
学
大
学
院

　
　
　

医
学
系
研
究
科

　
　
　

人
間
拡
張
・
手
の
外
科
学

　
　
　

教
授　

山
本
美
知
郎

問合せ：総合政策課（TEL.23-7696）
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新
城
市
で
は
５
つ
の
学
校（
新

城
小
、
千
郷
小
、
東
郷
西
小
、

作
手
小
、
鳳
来
中
）
に
栄
養
教

諭
が
在
籍
し
、
成
長
期
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
健
全
な
食
生
活

を
送
り
、
健
康
な
心
身
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、月
に
１
、

２
回
程
度
栄
養
教
諭
が
在
籍
し

て
い
な
い
学
校
へ
出
向
き
、
子

ど
も
た
ち
と一
緒
に
給
食
を
食
べ

た
り
、
食
育
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
６
月
４
日
か
ら
10

日
は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

で
す
。
そ
れ
に
ち
な
み
、
６
月

の
給
食
に
は
、
骨
ま
で
食
べ
ら
れ

る
「
し
し
ゃ
も
フ
ラ
イ
」
や
、シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
噛
み
応
え
の
あ
る
切

り
干
し
大
根
を
使
用
し
た
「
か

み
か
み
和
え
」、
食
物
繊
維
が

豊
富
な
根
菜
を
使
用
し
た
「
け

ん
ち
ん
汁
」
を
「
か
み
か
み
献

立
」
と
し
て
給
食
に
取
り
入
れ

ま
し
た
。
給
食
の
時
間
に
は「
ひ

み
こ
の
は
が
い
ー
ぜ
」
な
ど
の

合
言
葉
を
使
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
よ
さ

や
大
切
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
給
食
を
食
べ
る
様

子
を
確
認
し
ま
す
。

　

栄
養
教
諭
が
在
籍
し
て
い
て

も
給
食
の
時
間
に
す
べ
て
の
教

室
で
指
導
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た

動
画
等
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

学
級
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
調
理
場
稼
働
後
も
、
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
も
つ
こ

と
で
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
食
に

関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問合せ：学校給食課（TEL.22–9906）

vol
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デイビッドだより
ニューキャッスル・アライアンス

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）〈 今月のチュウモク本 〉

　平成１０年に姉妹都市となったアメリカ、ペンシ
ルべニア州のニューキャッスルからお便りがありま
した。
　平成１1 年に新城市民が交流のためにニュー
キャッスルを訪れ、地元の方と一緒に植樹した桜
が今年きれいに咲いたと連絡がありました。
　長い間交流できていませんでしたが、この満開
の桜を見て、新城市のことや過去に行った交流、
交流した時に友達になった私たちのことを思い出
してくれたそうです。
　これを機会に交流ができると良いですね。

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

vol
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6月の休館日 １７日㈪、３０日㈰
開館時間 9:00～20:00

一般書
「プレゼントでできている」

開催中の主な特集や展示 広報しんしろ「ほのか｣ 声の広報について

矢
や

部
べ

 太
た

郎
ろう

／著
背ラベル 726.1ﾔ24

“さまざまな人からもらった有形無形のプレ
ゼントのおかげで、現在の自分ができている。
それは、すべての人にいえるのでは？”との
思いを伝える、ホッコリするコミックエッセイ。

■ “父の日”の絵本（ホール左手）
　　おとうさんが登場する絵本。
■ おでかけの本（図書館中央）
　　近場から海外まで、幅広く特集。
■ 朝ドラ「虎に翼」（カウンター前）
　　モデルとなった、日本初の女性
　　弁護士・三

み
淵
ぶち

嘉
よし

子
こ

さんの伝記や
　　小説、ドラマのガイド本。

　広報しんしろ「ほのか」 は紙版だけでなく、
音声訳をしたＣＤ版があり、図書館に置いてあり
ます。
　利用を希望される本人または
家族の方は、カウンターまでお
越しください。通常２週間の貸
出及び延長もできます。

チュウモク本のほかに、気軽に読める主な新刊
エッセイを紹介します。

「愚痴のすすめ」 曽
そ

野
の

 綾
あや

子
こ

 914.6ｿ24

「ジジイの文房具」 沢
さわ

野
の

 ひとし 914.6ｻ24

「マリコ、アニバーサリー」
林
はやし

 真
ま

理
り

子
こ

 914.6ﾊ24

「しんがりで寝ています」
三
み

浦
うら

 しをん 914.6ﾐ24

デイビッド・フォークナーさん

◀友好の記念碑

◀▲平成11年にニューキャッスルで
　　植樹した桜

嬉しいお便りがありました。

新城図書館
ホームページ
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連載コーナー

新
城
市
更
生
保
護
だ
よ
り

ぬ
く
も
り

ぬくもり新城市更生保護だより

第11話

問
合
せ
：
福
祉
課（
℡ 

23
―7
6
2
4
）

　

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
は
、

犯
罪
を
無
く
し
て
社
会
を
明
る
く
す
る

活
動
や
罪
を
犯
し
た
人
が
社
会
に
復
帰

す
る
た
め
の
対
応
力
向
上
の
た
め
、
年
３

回
の
定
期
研
修
と
、
県
外
研
修
を
隔
年

１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
２
月
５
～
６
日
、
厳
冬
の
長

野
刑
務
所（
須
坂
市
）へ
の
県
外
研
修
を
、

参
加
者
27
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

刑
務
所
参
観
は
予
約
制
で
可
能
日
は

週
一
回
火
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
の
み
で

す
。

　

早
朝
７
時
過
ぎ
新
城
を
バ
ス
で
出
発
。

豪
雪
に
よ
る
高
速
道
路
の
通
行
止
め
を

回
避
し
、
雪
深
き
長
野
刑
務
所
に
無
事

到
着
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
ま
ず
管
理
棟
の
会
議
室
で

長
野
刑
務
所
の
概
要
に
つ
い
て
講
話
を
受

け
ま
し
た
。
矯
正
施
設
で
あ
る
長
野
刑

務
所
は
、
明
治
４
年
の
徒
刑
場
設
置
か

ら
長
野
県
監
獄
本
署
、
長
野
監
獄
を
経

て
大
正
期
に
長
野
刑
務
所
と
な
り
、
昭

和
30
年
代
に
現
在
の
須
坂
市
に
移
り
ま

し
た
。
20
歳
以
上
の
男
子
で
、
犯
罪
傾

向
の
進
ん
で
い
な
い
日
本
人
懲
役
受
刑
者

保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会

長
野
刑
務
所
研
修
の
報
告

を
収
容
し
て
い
ま
す
。

　

講
話
後
、
受
刑
者
が
暮
ら
す
刑
務
所

施
設
内
を
参
観
し
ま
し
た
。
現
金
、
カ

メ
ラ
、
携
帯
電
話
、
タ
バ
コ
、
ラ
イ
タ
ー

等
全
て
物
品
は
持
ち
込
み
不
可
で
す
。

　

渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
つ
つ
同
時
に
開
か

な
い
二
重
扉
の
前
室
で
区
切
ら
れ
た
収
容

居
室
棟
、
運
動
訓
練
施
設
、
刑
務
作
業

施
設
な
ど
を
視
察
。
受
刑
者
の
属
性
で

分
け
ら
れ
た
作
業
施
設
内
は
作
業
中
で

温
か
く
、
収
容
居
室
は
留
守
中
で
暖
房

は
ほ
ぼ
無
く
も
改
修
中
の
吹
き
さ
ら
し

通
路
を
通
り
入
っ
た
私
た
ち
に
は
温
か
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
受
刑
者
は
施
設
間

を
参
観
者
と
は
視
線
を
合
わ
さ
な
い
配

慮
を
し
な
が
ら
号
令
下
の
縦
列
行
進
で

移
動
し
ま
す
。

　

施
設
内
参
観
後
、
管
理
棟
会
議
室
に

戻
り
、
受
刑
者
の
処
遇
や
指
導
及
び
就

労
支
援
へ
の
考
え
方
な
ど
に
関
し
て
質
疑

応
答
の
時
間
を
持
ち
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
終
了
後
、
別
棟
の
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
販
売
場
ま
で
の
道
が

積
雪
で
通
れ
ず
、
是
非
に
と
勧
め
て
い
た

職
員
も
私
た
ち
も
が
っ
か
り
。
長
野
刑
務

所
は
革
製
品
や
絹
製
品
に
定
評
が
あ
り
、

ネ
ッ
ト
販
売
も
可
と
の
こ
と
。

　

研
修
後
は
早
々
に
雪
化
粧
の
温
か
い
お

宿
に
直
行
、
初
日
の
行
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
、
白
銀
の
善
光
寺
に
参
拝
。

研
修
実
施
を
感
謝
し
、
更
生
保
護
活
動

の
充
実
と
帰
路
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

一般
道
を
辰
野
町
ま
で
走
り
、午
後
８
時
、

新
城
に
帰
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
外
研
修
は
、
両
会
の
更
生

保
護
活
動
の
更
な
る
充
実
に
つ
な
が
る
思

い
出
深
き
良
き
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

新
一
年
生
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
な
ま
る
く
ん

　

今
年
も
、
市
内
全
小
学
校
の
新

一
年
生
に
、
は
な
ま
る
く
ん
（
鉛

筆
の
正
し
い
持
ち
方
が
で
き
る
補

助
具
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
学

校
に
慣
れ
て
、友
達
を
大
勢
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

▲長野刑務所研修の様子

東郷東小学校▶

▼舟着小学校

▲はなまるくん
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しみんのトビラ

赤魚と野菜の赤魚と野菜の

南蛮漬け南蛮漬け

作り方
①	赤魚の切り身は食べやすい大きさに切り、塩こ

しょうを振って小麦粉をまぶす。
②	しいたけは石づきをとって1/4切り、エリンギは

乱切り、玉ねぎはくし形に切る。ピーマンは種を
除いて乱切り、にんじんは皮をむいて乱切りにし
湯通ししておく。

③	たかのつめは種を除き、小口切りにする。たかの
つめとＡの調味料を器に入れて混ぜる。

④	フライパンにサラダ油を熱し、①の赤魚を揚げ焼
きにする。火が通ったら、③の調味液に漬け込む。

⑤	赤魚を揚げ焼きしたフライパンにサラダ油少々を
足し、②の野菜ときのこを入れて炒め焼きにする。
火が通ったら、④の調味液と赤魚に加える。

⑥	⑤の食材を別の器に小分けして盛り、きざみねぎ
を散らす。

レシピ：農村輝きネット・しんしろ
材料（4人分）
赤魚の切り身………… ３切れ
生しいたけ… …………… ４個
エリンギ… ……………… １本
玉ねぎ…………………… １個
にんじん…………………1/2本
ピーマン………………… ４個
たかのつめ……………… １本
塩こしょう… …………… 適量

問合せ　農業課（℡23-7632）

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。
問合せ 23-7623（秘書人事課）

小麦粉………………… 適量
サラダ油………………… 適量
きざみねぎ……………… 適量
◦調味料（Ａ）
酢	… ………………… 大さじ６
しょうゆ… …………… 大さじ６
さとう… ……………… 大さじ４
ごま油………………… 大さじ２

今月の

レシピ

夏期民踊講習会
盆踊り大会に役立つ踊りを楽しく覚えることができます。どなたでもお気軽にご参加ください。
日　時　6月4日㈫10：00～12：00
場　所　西部公民館	 費　用　５００円
講　師　日本民踊研究会	 持ち物　上ばき、お茶、うちわ
曲　目　いわき やっちき、SUN燦サンバ など	 問合せ　新城市文化協会民踊研究会（℡22－0580）

ピーカブー・イベント「消防署へいこう！」
未就園児を持つ親子対象の年間イベント「ピーカブー」のオープンイベントです。外国籍の親子といっしょに
新城消防署を見学します。（ポルトガル語通訳あり。）
日　時　６月２２日㈯１０：００～１１：００	 定　員　親子21組程度（先着順）
対　象　満1歳以上の未就学児とその保護者（兄姉の参加可）	 費　用　無料
申　込　６月12日㈬までに新城市国際交流協会ホームページ申込フォームに必要事項を入力。
問合せ　新城市国際交流協会（℡ 23-1940、メールsiea@tees.jp） ▲申込フォーム
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連載コーナー

まちの話題あらかると

映画「花のあとさき」を上映します
ＮＨＫが１８年にわたり記録したドキュメンタリーです。埼玉県秩父市を舞台に、山あいの段々畑に花
を植え続けた夫婦と小さな村の物語です。
日　時　6月15日㈯13：30～（開場13：00）	 場　所　新城文化会館小ホール
費　用　一般　1,000円　小中高生　100円
問合せ　平澤（090－3831－0876）

“幸運を呼ぶ”片付け収納術
衣類や小物・書類など、体が自由に動く今だからやっておきたい片付け収納方法を学んでみませんか。
日　時　６月27日㈭13：00～16：00	 場　所　新城市シルバー人材センター
対　象　市内在住の60歳以上の方	 定　員　15人（先着順）
講　師　日本清掃収納協会
問合せ　シルバー人材センター（℡23－5666）

西日本電信電話株式会社と防災協定を締結しました

しんしろしこどもまんなか応援サポーター宣言をしました

　大雨や土砂災害、地震など災害が発生した場合に発生す
る通信障害を迅速に解消するために、西日本電信電話株式
会社と防災協定を締結しました。大規模な通信障害が発生し
た場合に、迅速な復旧に向けての連絡体制の確保や日々の訓
練への協力をしていきます。

　新城市は、国が掲げる「こどもたちのために　何
がもっともよいことかを常に考え　こどもたちがすこ
やかで幸せに成長できるような社会を実現する」と
いう「こどもまんなか」 の趣旨に共感・賛同し、そ
の取り組みを応援する「こどもまんなか応援サポー
ター」となることを宣言しました。

３月26日㈫

４月２５日㈭

シルバー人材センターホームページ▲


